
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台塩釜港長期構想 

２０２６（中間案） 
～仙台塩釜港の将来像と中長期ビジョン～ 

令和８年 月 

宮城県土木部港湾課 

パブリックコメント用 
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はじめに  
 

 仙台塩釜港の港湾計画（平成 25年 6 月改訂）は、従来の仙台塩釜

港、石巻港、松島港の３港統合を行うことで、「東日本大震災からの

早期復旧・復興」及び「東北をけん引する中核的国際拠点港湾」の実

現を目指し計画したものです。 

 

 仙台塩釜港の港湾管理者である宮城県では、この既定計画に基づ

き、港湾施設の復旧のみならず、その後の貨物量の動向や社会的要請

を踏まえた港湾機能の強化に取り組んできたところです。 

 

 一方で、新型コロナウイルス感染症の拡大や国際社会情勢の不安

定化に伴う世界的なサプライチェーンの変化をはじめ、国内におけ

る脱炭素化の進展や物流の 2024 年問題に伴うモーダルシフト、DX、

GXの加速化など、港湾を取り巻く状況は大きく変化しています。 

 

こうした社会情勢の変化を的確に捉え、仙台塩釜港が東北唯一の

国際拠点港湾として、将来にわたり地域とともに持続的に発展して

いけるよう、今後のあり方を長期的な視点で整理するため、長期構想

の検討に着手したものです。 

 

仙台塩釜港長期構想委員会では、令和６年３月にとりまとめられ

た「仙台塩釜港の将来像と目指すべき方向性」を踏まえるとともに、

昨今の港湾政策の動向や各地域における要請・課題を整理しながら、

仙台塩釜港全体及び各港区の役割や機能について、関係者と意見交

換し調査検討を行い、概ね２０～３０年後を見据えた仙台塩釜港の

長期構想を策定することを目的としています。 
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●長期構想の位置付け（将来像・港湾計画との関連性） 

R4～6 R７.5～

港
湾
計
画

長
期
構
想

概ね１０～１５年先概ね20～30年先

将

来

像
概ね30～50年先

物流 防災・施設維持 環境 観光・交流

４つの視点

明日の仙台塩釜港を
考える懇談会 長期構想委員会

R6.3とりまとめ

今後の港湾を取り巻く環境の変化

改訂

※前回改訂：H25.6

想定期間 想定期間 想定期間

・国際情勢
・人口減少
・モーダルシフト など

・インバウンド拡大
・クルーズ船
・マリンレジャー など

・脱炭素化（CNP）
・生物多様性
（環境保全） など

・大規模地震、自然災害
・港湾の強靭化
（耐震化、長寿命化） など
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１．仙台塩釜港の将来像 

１．１ これからの社会における港湾の役割 

日本は周囲を海に囲まれた島国であり、海外との貿易には船舶や航空機を利用する必要

があります。このうち重量ベースで見ると、日本で貿易される貨物の約 99.6％が船舶で運

ばれており、港湾は日本の経済や暮らしを支える重要な玄関口となっています。 

 

仙台塩釜港は、東北地域を代表する国際物流拠点であり、完成自動車や原油、水産品、

セメント、木材チップ、ゴム製品（タイヤ）など多様な貨物を取り扱っています。世界 100

以上の国や地域、280 以上の港湾と取引を行い、東北と世界を結ぶ玄関口としての役割を

担っています。また、東北で取り扱われている貨物の約 3 割を仙台塩釜港が占めており、

国際フィーダーコンテナの取扱量は国内トップクラス（国内第 2 位 ※2024 年速報値ベー

ス）となっています。 

 

近年、世界ではサプライチェーンの再編や脱炭素社会への移行、デジタル技術の進展な

ど、社会経済を取り巻く環境が大きな転換期を迎えています。こうした変化の中で、港湾

には物流の効率化や環境への配慮、災害時の物資輸送など、より多様な役割が求められて

います。 

 

仙台塩釜港は、企業活動を支える物流拠点としてだけでなく、地域の産業や人々の暮ら

しを支える生活基盤でもあります。さらに、観光やレクリエーションなどを通じて人々が

集い交流する場としての役割も担っています。これからの社会において港湾は、世界と地

域を結び、持続可能な社会と地域の発展を支える重要な拠点として、ますますその役割が

求められています。 
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１．2 仙台塩釜港の将来像 

仙台塩釜港は、平成２４年１０月に仙台塩釜港、石巻港、松島港の３港の港湾区域を統

合し、新たな国際拠点港湾仙台塩釜港として指定されました。平成２５年６月には港湾計

画を改訂し、東北を牽引するグローバル港湾を実現するため、段階的に整備を進めていま

す。 

 

しかしながら、国際的なサプライチェーンの変化や脱炭素社会実現に向けた動き及び働

き方改革に起因したモーダルシフトの進展といった港湾を取り巻く状況が大きく変化して

います。 

このことを踏まえ、今後の仙台塩釜港の目指すべきあり方を検討するため、学識経験者

や港湾関係者等を構成員とする「明日の仙台塩釜港を考える懇談会」を令和４年５月に設

置し、意見交換を行い、令和６年３月に概ね３０～５０年先を目標期間とした「仙台塩釜

港の将来像・目指すべき方向性」をとりまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来像 

宮城・東北の経済をけん引し、にぎわいと活気にあふれ、 

自然と共生する強靱な仙台塩釜港 

１）宮城・東北の経済をけん引する港湾 ２）災害対応に強い強靱な港湾 

３）自然環境と共生する港湾 ４）にぎわいと活気にあふれる港湾 

目指すべき方向性 
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１）宮城・東北の経済をけん引する港湾 

物流ネットワークとDXの

推進が融合し、求められる

港湾貨物の取り扱いに対応

できる、宮城・東北の経済・

産業を支え、けん引する活

力ある港湾 

モーダルシフトの進展や船

舶の大型化など、港湾を取

り巻く環境の変化に対応

し、荷主から選ばれる港湾 

※生成 AI を用いて将来のイメージイラストを作成しております 
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２）災害対応に強い強靱な港湾 

東日本大震災や大規模災害

などを踏まえた災害対応力

を更に向上させ、頻発化・激

甚化する自然災害から地域

を守る、災害対応力に優れ

た安全・安心な港湾 

計画的な施設の維持・修繕

や施設再編・最適化（スクラ

ップアンドビルド）を行うこ

とで、持続可能で使いやす

い港湾 

※生成 AI を用いて将来のイメージイラストを作成しております 
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３）自然環境と共生する港湾 

カーボンニュートラルポート

形成を推進することで、地

球環境に優しく、荷主に選

ばれる港湾 

自然環境の保全に取り組み、

港湾機能と共生する港湾 

※生成 AI を用いて将来のイメージイラストを作成しております 
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４）にぎわいと活気にあふれる港湾 

交流人口の玄関口となる港湾 

港周辺が、魅力的な「目的地」

となり、多様な人が集まり、

賑わうことができる港湾 

沿岸部において連携したツー

リズムやマリンレジャーを楽し

むことができる、背後地と連

携した港湾 

※生成 AI を用いて将来のイメージイラストを作成しております 
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１．3 港湾で取り扱う貨物量の将来見通し 

１）仙台塩釜港の物流ネットワーク 

 港湾貨物輸送は、石材や穀物、木材チップ、セメント、石油などを扱うバラ貨物（バル

ク貨物）と、コンテナやトラック、シャーシに積載して輸送するユニットロード貨物に大

別されます。バルク貨物は主に臨海部に立地する特定の荷主の需要に応じて不定期に輸送

される一方、コンテナ船やフェリー・ＲＯＲＯ船などで運ばれるユニットロード貨物は、

背後圏に広がる多様な荷主に対応し、定期的なスケジュールで運航されています。 

バルク貨物は港湾から臨海部の工場や倉庫に運ばれた後、内陸を含む背後圏へ二次輸送

されたり、製品として東北各地や首都圏へ出荷されます。また、ユニットロード貨物の荷

主は宮城県内にとどまらず東北各地に広がっています。定期航路の拠点機能を高めるため

には貨物需要の確保が重要であり、需要の増加は航路の便数増加や寄港地の拡大につなが

り、港湾の利便性向上に寄与します。 

このような港湾物流を支えるためには、港湾と背後圏を結ぶ広域道路ネットワークの充

実と貨物鉄道との連携が不可欠です。仙台塩釜港が宮城県の海上輸送の玄関口であるとと

もに東北地域の拠点港湾として機能するためには、東北各地の主要都市や工業団地、物流

拠点と広域道路や貨物鉄道で結ばれる物流ネットワークの形成が重要です。 

広域道路では東北自動車道に加え三陸沿岸道路や復興支援道路が整備されており、今後

は横軸道路や日本海沿岸道路の整備によって東北全域へのアクセス向上が期待されていま

す。また、ＪＲ東北本線岩切駅付近では仙台貨物駅の移転整備が進められており、完成後

は貨物鉄道機能の向上により港湾貨物や関連する二次輸送、製品輸送のさらなる充実が期

待されます。 

 

●国際コンテナ定期航路               ●高規格道路等整備状況 
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２）将来における貨物量の見通し 

 取扱貨物量の将来マクロ推計については、実質 GDPと仙台塩釜港の取扱貨物量（(トンベ

ース)及びコンテナ取扱量(TEU)）との過年度推移に相関関係が確認できたことから、GDPの

伸び率に応じて全体貨物量が増減すると仮定して推計しました。取扱貨物量（トンベース）

及びコンテナ取扱量（TEU)別に 内閣府公表の GDP 成長見通し（ハイケース、ローケース）

を基に推計しています。 

 

 

全体貨物量の実績値は、東日本大震災直後には大きく落ち込んでいますが、その後は需

要も回復して、コロナ禍前まで既定計画目標に近似した傾向を示していました。 

全体貨物量について、推計基準年は令和 6年とし、コロナ禍前の平成 30年値を基準とし

た「パターン①」と、令和 6 年実績値を基準とした「パターン②」の 2 ケースで推計して

います。 

 推計結果として将来の全体貨物量は、パターン②の下限値とパターン①の上限値で令和

37年において、約 3,700万トンと大きな開きがあり、初期値の設定が大きく影響すること

から、具体的な将来値の設定については、今後の取扱貨物量の推移や国際経済・景気等の

最新動向、政府による経済関連の中長期計画の内容等を見極めながら判断することとしま

した。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マクロ的な視点による全体貨物量の見通し 

 
4,113 
万トン 

4,918 
万トン 

 4,378 
万トン 

 
4,581 
万トン 

6,314 
万トン 

8,251 
万トン 

最も低い経済成長による取扱貨物量の推移 

（パターン② かつ ローケース） 

最も高い経済成長による取扱貨物量の推移 

（パターン① かつ ハイケース） 

～全体貨物の見通し～ 

推計年 
令和 7年 

推計年 
令和 22年 

推計年 
令和 37年 

次期港湾計画の想定期間 
（概ね 15 年後） 

次期長期構想の想定期間 
（概ね 30 年後） 

約 3,700
万ﾄﾝ 
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コンテナ貨物取扱量の実績値は、全体貨物量と同様に東日本大震災直後には大きく落ち

込んでいましたが、その後は需要も回復して、コロナ禍前まで既定計画目標に近似した傾

向を示していました。 

コンテナ貨物量（TEU）について、推計基準年は令和 6 年とし、コロナ禍前の平成 30 年

値を基準とした「パターン①」と、令和 6 年実績値をとした「パターン②」の 2 ケースで

推計しています。 

 推計結果として将来のコンテナ貨物量は、パターン②の下限値とパターン①の上限値で

令和 37 年において、約 22 万 TEU と大きな開きがあり、初期値の設定が大きく影響するこ

とから、具体的な将来値の設定については、全体貨物量と同様に今後の取扱貨物量の推移

や国際経済・景気等の最新動向、政府による経済関連の中長期計画の内容等を見極めなが

ら判断することとしました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マクロ的な視点によるコンテナ貨物取扱量の見通し 

最も低い経済成長によるコンテナ取扱貨物量の推移 

（パターン② かつ ローケース） 

最も高い経済成長によるコンテナ貨物取扱量の推移 

（パターン① かつ ハイケース） 

 

 
24.1万 

TEU 

29.2万 
TEU 

 
25.7万 

TEU 
 

26.8万 
TEU 

37.5万 
TEU 

49.0万 
TEU 

推計年 
令和 7年 

推計年 
令和 22年 

推計年 
令和 37年 

次期港湾計画の想定期間 
（概ね 15 年後） 

次期長期構想の想定期間 
（概ね 30 年後） 

約 22万
TEU 

～コンテナ貨物の見通し～ 
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２．将来像実現に向けた基本戦略 

２．１ ～全体コンセプト～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台塩釜港の全体最適化により、 

あらゆるニーズに応える「総合港湾」へ 
 ４港区が持つそれぞれの強みを最大限に生かしながら、港区毎の機能強化に留まらず、ハード・ソ

フトの両面において連携・補完し合えるよう機能の再編と再構築を図ることで、総合港湾として

最適で最高な港湾サービスを提供し、多様化する港湾ニーズへ的確に対応していきます。 

全体コンセプト 

戦略１（物流戦略） 

 宮城・東北の産業と経済を支え、グローバルサプライチェーンに貢献する

最高の港湾物流サービスの提供 

戦略 2（防災・施設維持戦略） 

 BCPが充実した安全・安心で強靱な広域海上防災拠点を構築 

戦略３（環境戦略） 

 自然環境と共生し、脱炭素社会の実現をけん引するカーボンニュートラ

ルポートを形成 

戦略４（観光・交流戦略） 

 地域の賑わいを創出する東北の広域観光ゲートウェイを形成 

4つの戦略 
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２．２ ～個別戦略～ 

 

 

 

 

 

◼ モーダルシフト進展による港湾利用の増大や将来の労働力不足等を見据え、各港区

の機能強化のみならず最適な連携・補完体制を構築するとともに、デジタル化や

AIの活用による DXを推進し、省力化や効率化、利便性の向上をソフト・ハードの

両面から追求することで、東北の国際・国内物流拠点として地域経済の成長をけん

引する最高の港湾サービスの提供を目指します。 

◼ これら仙台塩釜港の強み・魅力を生かし、港湾取扱貨物の集貨・創貨の促進、定期

航路やクルーズ船、工業誘致など、東北圏域と国内外の寄港地・企業から選ばれる

戦略的ポートセールスを展開するとともに、港湾分野の担い手確保・育成にも貢献

していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略１（物流戦略） 

  宮城・東北の産業と経済を支え、グローバルサプライチェーンに 

貢献する最高の港湾物流サービスの提供  

 

東北のサプライチェーンを
支える国際・国内物流拠点

取扱貨物量への影響や
港湾機能の不足等の懸念

モーダルシフト 労働力不足

コンテナ RORO・フェリー貨物

バルク完成自動車

国際情勢

エネルギー
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◼ 震災の教訓を踏まえ、大規模災害発生時のサプライチェーン維持や海上防災支援に

資する港湾機能の持続性を確保するとともに、離半島や他圏域(日本海側・首都圏

等)への広域支援も含めた BCPの充実強化により、災害に強く強靱な広域防災拠点

港湾を目指します。 

◼ 耐震強化岸壁等の機能強化に加え、老朽化対策や水深確保などの維持管理を計画的

に実施するため、各港区の既存ストックの更新（バージョンアップ）や再構築（リ

ストラクチャリング）、海面処分場の確保も含めた総合的な対応により、安全・安

心な港湾を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略２（防災・施設維持戦略） 

   BCPが充実した安全・安心で強靱な広域海上防災拠点を構築 
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◼ 2050年のカーボンニュートラルの実現に向けて、工業やエネルギー産業が集積す

る仙台塩釜港において、水素等の次世代エネルギーの受入・供給の動向も見据えた

官民連携による港湾脱炭素化の取組を計画的に進めます。 

◼ 干潟や日本三景の独自景観を貴重な資源と捉えた自然環境の保全・共生を図り、ブ

ルーカーボンの導入も含めた取組を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略３（環境戦略） 

  自然環境と共生し、脱炭素社会の実現をけん引するカーボンニュートラルポートを 

形成 

（１）計画期間 ２０５０年まで

（２）計画における温室効果ガス排出量の削減目標
２０１３年度（基準年） ⇒３２９.９万トン
20１９年度（現 状） ⇒３２１.９万トン
20３０年度（短 期） ⇒１６５.０万トン（５０％削減）
20４０年度（中 期） ⇒ ８２.５万トン（７５％削減）
２０５０年 （長 期） ⇒実質ゼロの実現

（３）取組方針（官民連携による脱炭素化の推進）

仙台塩釜港港湾脱炭素化推進計画の概要

産業活動（工場等）や港湾物流（荷役・輸送）における設備・機械
等の電化や水素等の次世代エネルギー転換の取組を推進

製油・発電等のエネルギー製造過程における低・脱炭素化や
次世代エネルギー供給拠点の検討、施設整備等の取組を推進

① 温室効果ガス削減・吸収に関する取組

② 港湾・臨海部の脱炭素化に貢献する取組
▲カーボンニュートラルポートのイメージ  

 （国土交通省港湾局 HP より） 

特別名勝松島 蒲生干潟

塩釜港湾・空港整備事務所HPより

ブルーカーボン・生態系

独自景観や自然環境・生態系

工業やエネルギー産業が集積する仙台塩釜港 脱
炭
素
化
社
会
の

実
現
を
け
ん
引

貴
重
な
資
源
と
し
て

保
全
・共
生

仙台港区 石巻港区• 東北を代表する
物流拠点

• 火力発電所や製油
所等が立地する
エネルギー拠点

• 紙・パルプ、木材
関連、飼肥料など
製造業が集積する
工業港

CO2推計排出量(2013基準)

約195万ﾄﾝ/全体の59%

CO2推計排出量(2013基準)

約131万ﾄﾝ/全体の40%

国
際
拠
点
港
湾
と
し
て
社
会
要
請

や
事
業
者
の
需
要
に
適
切
に
対
応

国の2050年カーボンニュートラル宣言

第７次エネルギー基本計画(2025)

グリーン回廊など国際協力枠組み

貨物の変化や燃料・電源需要への対応

CO2吸収源
港
湾
機
能
と
共
生
で
き

る
よ
う
適
切
に
配
慮気候変動や港湾の開発等の影響

松島港区
塩釜港区

• 油槽所が集積する
エネルギー供給拠点

CO2推計排出量(2013基準)

約4万ﾄﾝ/全体の1%

各港区
が連携

• 藻場等の
豊かな自然環境
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◼ インバウンドの更なる増加を見据え、クルーズ船寄港や松島観光等の需要に各港区

が連携して対応するとともに、円滑な二次交通の確保、広域交通網を生かした周遊

ルートの構築などにより、地域、背後圏を含む広域観光振興に貢献するゲートウェ

イ港湾を目指します。 

◼ 賑わい拠点となるウォーターフロントの形成をはじめ、マリンレジャーや自然景

観、文化・歴史的施設などを生かした各港区・地域ならではの魅力ある目的地づく

りを推進することにより、人流の増加や滞在時間の延長など地域経済の活性化に貢

献していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略４（観光・交流戦略） 

   地域の賑わいを創出する東北の広域観光ゲートウェイを形成 
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３．将来像を実現するための主要施策 

３．１ 戦略・主要施策の体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバルゲートウェイとして最高のコンテナ物流を実現

国内長距離輸送を支えるユニットロードターミナルの機能強化

臨海部産業の持続的発展を支えるバルク港湾機能の強化

仙台塩釜港の持続的成長を支える集貨・創貨の促進と港湾人材の確保

戦略１（物流戦略）

宮城・東北の産業と経済を支え、グローバルサプライチェーンに貢献する最高の港湾物流サービスの提供

主要施策 １

主要施策 ２

主要施策 ３

主要施策 ４

戦略２（防災・施設維持戦略）

BCPが充実した安全・安心で強靱な広域海上防災拠点を構築

サプライチェーン維持と海上防災支援を担う拠点機能の強化主要施策 １

主要施策 ２

県内外の広域的な支援体制の構築と港湾BCPの充実強化主要施策 ３

持続可能で強靱な港湾の形成に向けた施設の計画的メンテナンスの推進

自然環境の保全と共生に向けた取組の推進

戦略３（環境戦略）

自然環境と共生し、脱炭素社会の実現をけん引するカーボンニュートラルポートを形成

国際拠点港湾としての社会的役割を踏まえた脱炭素化の着実な推進主要施策 １

主要施策 ２

各港区の連携・補完によるクルーズ船、インバウンドの受け入れ体制の強化 

戦略４（観光・交流戦略） 

地域の賑わいを創出する東北の広域観光ゲートウェイを形成 

地域の賑わい拠点となるウォーターフロントの形成と魅力ある観光目的地づくりの推進 

地域の実情を踏まえた適切なマリンレジャーの推進 

主要施策 １ 

主要施策 ２ 

主要施策 ３ 
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３．２ 各戦略における主要施策 

 

 

 

 

 

 

仙台塩釜港を宮城・東北の国際・国内物流拠点として機能強化し、利便性・安定性を備えた高

度なコンテナ物流サービスの提供を実現するため、ターミナルの拡張・再編やデジタル化（DX）

の推進、国際海上輸送網の拡充、鉄道輸送を含む陸上輸送とのシームレスな連携などを一体的に

進めることで、東北と世界を結ぶ物流の結節点としての港湾機能を高め、グローバルゲートウェ

イの形成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グローバルゲートウェイとして最高のコンテナ物流を実現 主要施策 １ 

 ①需要増加を見据えたターミナルの拡張と利用効率化・高度化に向けた機能再編 

（将来における拡張の必要性）コンテナ取扱能力の強化/機能再編時
の代替スペース/浚渫土砂の海面処分場/新たな需要への対応用地 

▼ターミナルの拡張 

▲遠隔操作に対応した荷役機械の導入 ▲荷役効率化に向けた荷役形式の転換 

■将来の貨物需要の増加を見据えたコンテナ取扱能力の強化やターミナル内の機能

再編時における代替スペースの確保に加え、浚渫土砂処分のための海面処分場の

確保や新たな土地需要に対応する用地の確保等の観点から、計画的にターミナル

の拡張を図り、持続的かつ強靱な物流基盤の形成を推進します。 

■遠隔操作に対応した荷役機械の導入や荷役形式の転換により作業効率を向上さ

せ、安全性と生産性の向上を図ります。 

戦略１（物流戦略） 

  宮城・東北の産業と経済を支え、グローバルサプライチェーンに 

貢献する最高の港湾物流サービスの提供  
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■港湾手続きのデジタル化（サイバーポート）の活用を推進するとともに、AI等を

活用したターミナルオペレーションの最適化を図ります。併せて、CONPASの導入

によるゲート処理の効率化や、AIを活用したコンテナダメージチェックの導入に

よる施設の適正配置を進め、省力化と作業効率の向上、利用者の利便性向上を実現

します。（コンテナターミナルの拡張・再編と併せて実施） 

 ②ターミナルの省力化・効率化、利便性の向上に向けたデジタル化や AIの導入を推進 

▲港湾手続き等のデジタル化
（サイバーポート） 

▲コンテナターミナルゲートの 
 効率化（CONPAS の導入など） 

▲コンテナダメージチェックシステム 
 (AI が人手作業を支援) 

▲AI 等を活用したターミナル
オペレーションの最適化   
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 ③多様な貨物需要に対し安定的な輸送を実現・提供する国際海上輸送網の拡充・強化 

▼農産品の輸出における海上輸送転換例 

▲取扱機能の拡充 

■フィーダー網の充実による国際戦略港湾との連携強化や国際ダイレクト航路の拡

充、荷主ニーズに対応したコンテナ取扱機能の拡充に取り組み、安定的かつ多様な

海上輸送サービスを確保します。 

危険品コンテナ リーファーコンテナ 

・国際戦略港湾との連携強化(フィーダー網) 
・国際ダイレクト航路の拡充 
・新規航路開拓への挑戦 

・海上輸送への転換を支援する充実した輸送サ
ービスの提供 

国際コンテナ船定期航路（2026 年 3 月時点） 

■国際海上輸送網の拡充とと

もに鉄道輸送を含む陸上輸

送とのシームレスな連携な

どを一体的に進めること

で、東北と世界を結ぶ物流

結節点としての港湾機能を

高め、グローバルゲートウ

ェイの形成を図ります。 

 

仙台北部道路

石巻新庄道路新庄酒田道路

仙台貨物
ターミナル駅

石巻港区

仙台港区

塩釜港区

松島港区

便 船社主な 港地 路

   
  海 
高 海 

釜 ・釜 新港・  ・
光 ・

大連・  新港・  ・

上海・  

 国  国

   
長  船
      

釜 ・釜 新港 国

   

     
          

     
上海 国

   
       
     

  ・  ・ 口・
  ・スービック イ・

バダンガス・マニラ

フ リ ン

         
釜 ・
ウラジオストク

 東ロシア
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フェリー・RORO航路は、トラックドライバー不足への対応や環境負荷低減の観点から、国内長

距離輸送を支える重要な役割を担っています。仙台塩釜港においても、安定的で効率的な海上輸

送サービスの提供を図るため、施設配置の最適化やデジタル技術の活用による運用の高度化、貨

物混在の解消などを進め、将来の輸送需要の増加にも対応可能な物流基盤の形成を通じて、ユニ

ットロードターミナルの機能強化を図ります。 

 

 

 

  

国内長距離輸送を支えるユニットロードターミナルの機能強化 主要施策 2 

■フェリー・ROROターミナルの利用効率と利便性の向上に向け、高規格道路や鉄道

貨物ターミナル等の整備状況を踏まえ、モーダルシフトに対応した複合一貫輸送

機能の強化を推進します。 

 ① フェリー・ROROターミナルの利用高度化や利便性の向上の推進 

▼次世代高規格ユニットロードターミナル（イメージ） 

▲ナンバー読み取りによるシャーシ出入り管理 ▲遠 シャーシダメージチェック 

▼リーファプラグの整備/船舶への陸上電源供給 

■具体には、ナンバー読み取りによるシャーシ出入り管理やシャーシ損傷確認カメ

ラの導入による遠隔ダメージチェックなどにより、ゲート処理の迅速化と省力化

を図ります。また、リーファプラグの整備や船舶への陸上電源供給など設備の充

実を進め、利用環境の向上と安定的な海上輸送サービスの提供を図ります。 

出典：国土交通省資料
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 ②貨物の搬出入やターミナル内移動の円滑化・効率化に向けた施設の再配置 

仙台港区

・ヤードと岸壁間を公道で走行する場合、 
移動には仮ナンバー取得が必要 

ヤードの一体的利用、臨港道路の見直し など 

■岸壁とヤードの配置関係やターミナル内動線の見直し、ヤードの一体的利用や臨

港道路の再整理を推進することで、貨物の搬出入やターミナル内移動の円滑化と

運用効率の向上を図ります。 

・各ヤードから利用岸壁まで公道を 
走行・横切ることなく仮ナンバーが不要 

モーター
プール

現況

臨港道路

仮ナンバー

モーター
プール

再編イメージ
臨港道路
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③ユニット・バルク貨物との混在解消と 

将来の輸送力不足を補う港区間連携の推進と機能強化 

■ユニットロード貨物とバルク貨物が混在することで、ヤード・岸壁利用の過密化や将来

の収容能力不足により処理容量・スピードの低下が懸念されます。このため、一部のユ

ニットロード・バルク機能の他港区へのシフト(移転)やターミナル機能およびアクセス

機能の強化を図ります。 

▲バルク貨物の混在利用による
ヤード・岸壁利用の過密化 

バルク・ユニットロード機能の一部を他港区が補完 

・航路・泊地等における水深等の確保 
・ターミナル機能強化 
・アクセス機能強化 

▼（例）塩釜港区での対応を想定した場合 

▲土地利用上の制約から収容能力
が需要に対応できない可能性 

 

 

完成
自動車

現況

フェリー
シャーシ

RORO
シャーシ

バ
ル
ク

他港区へシフト

沖待ちの発生→

ヤ
ー
ド
の
収
容
能
力

現状 将来
ユニット
貨物量

現状確保

現計画

• 自動車の増産
•         の進展

他港区が補完

土地利用状況から
大幅な能力増は困難

※推定
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臨海部に立地する産業の安定的な操業を支えるため、バルク貨物の安定的な受入体制の確保と

港湾機能の強化を図ります。船舶大型化や物流需要の変化に対応し、安全性・効率性の高いバル

ク貨物の物流基盤を整備することで、地域産業活動を支える港湾機能を強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ①大型貨物船の安全・安心かつ安定的な利用に資する港湾機能の強化 

臨海部産業の持続的発展を支えるバルク港湾機能の強化 主要施策 3 

■製紙産業関連貨物（チップ・石炭）や配合飼料関連貨物（穀物）、木材・木製品関

連貨物（原木）、バイオマス発電関連貨物（木材チップ）などのバルク貨物の安定

供給の向上を図ります。特にバイオマス発電所の稼働に伴うパームヤシ殻等の取

扱量の急増によって岸壁利用の過密化（沖待ち）の発生や船舶の大型化を踏ま

え、岸壁の整備を進めるとともに、静穏度・水深の確保により安全性の向上を図

り、安全で安定的かつ競争力のある港湾利用環境の整備に取り組みます。 

雲雀野地区

石巻港区 仙台港区

-10m

-12m（工事 ）

-13m

-14m（計画）

海面処分場
（工事 ）

-13m
（浚渫 ）

-14m
（計画）

-12m -14m

造成中

-12m南防波堤
（延伸工事 ）

 ルト
コン ヤ

•うねりの発生

•RORO船の増加と競合

•うねりの発生
•沖待ち発生

バイオマス発電所
（R6.3稼働）

バイオマス発電所
（H30.3稼働）

アンローダー

・船舶大型化、過密利用  岸壁の整備 
・安定的な利用  港内静穏度（長周期波を含む）、水深の確保 

バイオマス発電所
（R7.11稼働）

 000年 →  0 0年

ハンディサイズ
( ～ 万トン級)

174m 9.8m 10.8m

ハンディマックス
(4～6万トン級)

203m 10.8m 11.9m

パナマックス
(6～8万トン級)

225m 12.7m 14.0m

ポストパナマックス
（ 0万トン級）

264m 15.2m 16.8m

 ,947隻
73.6%

→
7,48 隻
62.6%

 , 96隻
26.1%

→
4,476隻
37.4%

呼称
（載貨重量トン）

長さ
満載
喫水

必要
水深

世界の船舶数・シェア

バルク貨物船の大型化の状況

出典：国土交通省資料を基に宮城県作成

大型化が進展

現状機能で対応
（整備中含む）
※石巻港区：雲雀野地区
※仙台港区：中野地区、

向洋地区

バルク戦略港湾
との連携に対応
※釧路港→石巻港区

バイオマス発電所稼働に
よるチップ貨物量の変化

◆バルク貨物への対応

•製紙産業関連（チップ・石炭）

•配合飼料関連（穀物）

•木材、木製品関連（原木）

•バイオマス発電（木材チップ＊）

安定供給
に貢献

仙台港区

石巻港区

※バイオマス発電燃料となる木質ペレット・PKS

港湾統計分類上「木材チップ」に含まれる
0.6 

9.3 

23.3 

89.7 
103.5 

124.4 

0

40

80

120

R4 R5 R6 R4 R5 R6

取
扱
量
（

万
ト
ン

）

石巻港区

約40倍

約1.4倍

岸壁利用の
過密化（沖待ち）
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■ユニットロード貨物とバルク貨物の混在による岸壁やヤード利用の輻輳解消に向

け、小型バルク貨物の取扱いを特定地区へ集約するとともに、集約に対応可能な

岸壁・航路の水深の確保など港湾機能の強化を図り、貨物特性に応じた効率的で

安定的な物流体制の構築を推進します。 

 ②ユニットロード・バルク貨物の輻輳解消に向けた港区間連携の推進と機能強化（一部再掲） 

塩釜港区

仙台港区

現況水深
10m

現況水深
7.5m

(工事中)

• 8,000DWT級
• 満載喫水7.7m
• 必要水深8.5m

• 5,000DWT級
• 満載喫水7.0m
• 必要水深7.7m

×シフトできない

バルク貨物のシフトに対応可能な岸壁・ 路の水深等の確保 

▲（例）塩釜港区港湾計画図（現計画） 

▲シフト対象貨物の貨物船の比較 
（水産冷凍船の場合） 
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 ③立地企業の動向を踏まえ新たな産業誘致も見据えた工業用地の戦略的な造成 

■臨海部における産業活動の将来的な展開を見据え、既存企業の動向や物流需要の

変化を踏まえた工業用地の戦略的な造成を図ります。用途規制などの条件を踏ま

えつつ、水素やアンモニアなど次世代エネルギー関連産業を含む新たな企業進出

や産業誘致に対応可能な土地利用構想の実現に向けて取り組みます。 

将来の新たな産業誘致も
想定した利用構想を検討

現状の土地利用構想（造成地）

次世代エネルギー
（水素・アンモニア等）
の関連産業など

石巻港区

パルプ・紙・紙加工品
製造業用地

木材・木製品
製造業用地

飼料製造業用地

用途規制（埋立法）

新たな企業進出や産業誘致
に迅速に対応できない場合も

※１つまたは複数の用途を組み合わせて規制

例）仙台塩釜港脱炭素化推進計画

で検討した利用可能性
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仙台塩釜港の持続的な成長を支えるため、背後圏産業の動向や物流環境の変化を踏まえた集

貨・創貨の取組を推進します。あわせて、戦略的なポートセールスの展開や港湾の魅力発信、DX

の活用による労働環境の改善等を進めることで、港湾利用の拡大と港湾人材の確保を図り、将来

にわたり競争力の高い港湾物流機能の維持・強化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①仙台塩釜港の国際競争力と総合力を活かした戦略的なポートセールスの展開 

主要施策 4 

■仙台港区の国際物流機能や広域交通ネットワークなど、仙台塩釜港が有する総合

的な強みを活かし、各主体が連携した戦略的なポートセールスを展開します。仙

台港区の PRセミナーの開催や、企業訪問によるモーダルシフトの働きかけ、航路

誘致等を進めるとともに、魅力向上（競争力強化）に向けた取組として、港湾機

能の強化や円滑で安全な航行支援などの取組を推進します。 

◆新規航路の誘致や集貨・創貨の促進 

◆魅力向上（競争力強化）に向けた取組 

仙台塩釜港の強みを生かし、官民連携してポートセールスを推進 



32 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■DXの活用による業務の効率化や労働環境の改善を進めるとともに、港湾運送業を

はじめとする多様な職種が集う総合港湾としての魅力を発信し、将来を担う港湾

人材の確保を図ります。さらに、学生向けワークショップ等を通じて港湾の役割

や仕事の魅力を発信し、港湾産業への理解促進と人材の裾野拡大を推進します。 

 ②DXによるヒトの支援に加え、多様な人材が活躍出来る職場環境づくりとその魅力発信 

出典：国土交通省資料

▲労働環境整備（DX による取組含む） 

出典：国土交通省資料

▲港湾 送の魅力発信 

出典：「明日の仙台塩釜港を考える懇談会」

▲学生ワークショップの実施等による港湾の魅力向上に向けた検討 
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未接続・迂回

※離 対応を含む防災機能
の見直しとあわせて検討

④⑤

未接続

※整備中の耐震岸壁の完成とあ
わせて緊急輸送道路を見直し

⑥

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略２（防災・施設維持戦略） 

   BCPが充実した安全・安心で強靱な広域海上防災拠点を構築 

サプライチェーン維持と海上防災支援を担う拠点機能の強化 主要施策 1 

 
① 耐震強化岸壁等の適切な配置と背後の緊急輸送ネットワークへのアクセス強化 

・各港区で所定の耐震バースを確保 
・緊急輸送路と未接続や迂回が生じる箇所のアクセス強化 

現計画の耐震強化施設の配置の考え方 

災害時に緊急物資輸送船や災害支援船が利用できる耐震強化岸壁及び防災拠点機能を発揮

するための緑地等の確保に取り組みます。また、バルク貨物は臨海部に立地する工場等の原

材料・製品輸送のみならず、住民生活や経済活動維持に必要な灯油やガソリン、発電用燃料

のほか、畜産動物の生命維持に不可欠な飼料原材料など重要な役割を果たしており、バルク

港湾機能の非常時の事業継続に取り組みます。 

■令和６年能登半島地震などを踏まえ、発災直後に緊急物資輸送船や災害支援船等が

利用できる耐震強化岸壁を複数計画し、整備に努め、岸壁から緊急輸送道路までの

ふ頭用地や臨港道路の耐震強化についても着実に推進します。 

暫定接続に
よる迂回

第1次緊急輸送路

耐震岸壁等

①

②

③

仙台港区 

石巻港区 

塩釜港区 
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・耐震強化施設の配置やアクセス性を踏まえた一体的な空間の確保 
・防災活動に従事する船舶が係留可能な場所の確保 

 ②応急作業や緊急物資輸送の基地となる十分な空間の確保 

■緊急物資輸送等に対応した耐震強化岸壁や緊急輸送道路とのアクセスの良い場所に、

応急作業や防災拠点機能を展開できる緑地や未利用地など暫定利用可能な用地を確

保するほか、災害支援船の係留施設を確保します。 

応急・防災作業に従事する船舶の係留機
能の確保 

港湾緑地を防災基地として使用するイメ
ージ（AI による画像生成） 

港湾における防災スペースの機能

① 救援部隊の被災地への進出、宿営、資機材集積
② 臨時のヘリポート
③ 港湾内の利用者や労働者、港湾の周辺住民等の

避難地
④ 緊急物資の一時保管・仕分け場所

※臨海部防災拠点マニュアル（H28.3国土交通省港湾局）



35 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の利用状況、物流・観光面の利用を踏まえて適切に配置 

 ③海上保安基地として巡視船を適切に収容可能な空間の確保 

■塩釜港区には東北太平洋沿岸海域を管轄する第二管区海上保安本部が大小様々

な巡視船を保有しており、海上保安基地としてこれら巡視船を平常時は勿論のこ

と災害時にも円滑に運用できるよう、収容可能な空間を物流や人流と機能分離す

る形で確保します。 

現在の利用箇所

観光交流機能

物流機能

塩釜港区 

「巡視船ざおう」 

 第二管区海上保安本部ウェブサイト 
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 ④港区間や他圏域の被災港湾バックアップを見据えた港湾機能の強化 

東北の国際拠点港湾として３つのバックアップ機能の確保を目指す 

■仙台塩釜港が被災した場合には、港区間相互でバックアップ機能を果たせるよう

港区間の物流補完機能強化を図るとともに、東北圏域や隣接する首都圏・京浜港

等が被災した場合には、広域道路ネットワークとの連携等により国際コンテナ物

流のバックアップ、バルク貨物さらには港区間相互の３つのバックアップ機能の

確保を目指します。 

京浜港の外貿コンテナ機能
大井ふ ：水深15m
 海ふ ：水深１５m
本牧ふ ：水深16m

国際コンテナ物流
のバックアップ

• 東北圏（太平洋側）
のコンテナ代替輸送

• 京浜港被災時の
コンテナ代替輸送

-15m以上
の水深確保

港区間相互の
バックアップ

• 物流補完機能強化
により、被災時にも
各港区が連携して対応

東北へのバルク貨物（燃料・原
材料等）の供給バックアップ

東北圏の広域道路
ネットワークとの連携

• 製造原料や畜産・
農業飼肥料の供
給基地として対応

• 石油製品などのエ
ネルギー供給基地
として対応
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主要施策 2 

 

 ①被災後の早期機能回復に資する港湾施設の計画的な維持管理の推進 

平成29年3月

約18％

令和9年3月

約37％

令和19年3月

約60％

令和8年3月

約37％

令和18年3月

約60％

令和8年3月

約37％

令和18年3月

約60％

10年後

▲供用後 50 年以上経過する港湾施設の割合（※宮城県港湾全体） 

▲予防保全型と事後保全型の維持管理イメージ 

▲宮城県港湾施設長寿命化計画の改定 

長寿命化計画に基づく予防保全型維持管理の推進 

長寿命化計画に基づき健全度の低い施設を計画的に改修し、平時のみならず災害時にも港

湾機能を発揮し続ける持続可能で強靭な港湾の形成を目指します。また、海面土砂処分場の

計画・整備に際しては、航路・泊地整備で発生する浚渫土砂のみならず、災害廃棄物の最終

処分も考慮した強靭な港湾を目指します。 

■仙台港区及び石巻港区は昭和 40 年代に新産業都市整備と合わせて整備され、東

日本大震災では各港区とも甚大な被害を受けて同時期に災害復旧整備がなされ

ており、いずれにしても港湾施設の老朽化が同時に進行することから、平時及び

災害時の港湾機能の維持のため、長寿命化計画に基づく予防保全型の維持管理を

推進します。 

• 対象施設数の見直し、重要度に応じた対策
• 新技術の積極的な採用（点検手法・補修工法）
• 劣化予測に基づく計画的な予防保全対策
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② 路・泊地機能を適切に維持するための浚渫土砂海面処分場の確保 

▼現計画の主な埋立地と海面処分場（松 港区を除く） 

・自港区内処分が可能な空間の確保 
・海面処分場の拡張など受け入れ総容量の確保 
・干潟や浅場造成など浚渫土の有効活用 

■各港区とも現有水深を確保するためには定期的な維持浚渫が必要なほか、塩釜港

区及び石巻港区では船舶の大型化に対応した岸壁及び航路・泊地の増深計画があ

り、自港区内で新たな用地造成につながる海面処分場や干潟・浅場造成など浚渫

土砂を有効活用し、経済的で持続可能な浚渫及び浚渫土砂処分を推進します。 
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県内外の広域的な支援体制の構築と港湾 BCPの充実強化 主要施策 ３ 

 

 ①あらゆる危機的事象を想定した港湾 BCPの整備・拡充と実効性確保の取組推進 

 港湾は関係行政機関や民間企業によってサービスが提供されており、地震津波等のハザー

ドに対して、官民の港湾関係者が連携して対応する仙台塩釜港の事業継続計画（港湾 BCP）の

充実強化に取り組みます。特に、大規模広域災害の場合には関係する港湾間の連携が必要と

なるほか、首都直下地震等の場合は仙台塩釜港が国際戦略港湾である京浜港の支援港湾とし

てのバックアップ機能を果たすための支援体制を構築します。 

■港湾関係行政機関や民間企業によって港湾サービスが提供されており、自然災

害や新型感染症、サイバーテロなど様々なハザードに対して、官民の港湾関係者

が連携して対応出来るよう仙台塩釜港の事業継続計画（港湾 BCP）の充実強化に

取り組みます。港湾 BCPを策定するだけでなく、担当者の教育・訓練の継続、不

断の見直し・改善に取り組みます。 
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地元自治体の取組や漁港管理者等と連携しながら体制構築を推進 

 
②離島・半島地域を含む広域の海上防災支援を見据えた連携体制の構築 

▲宮城県における離半 との 
海上支援ネットワークのイメージ 

▲命のみなとネットワーク形成の取組 

▲震災の教訓として広域支援の必要性を発信 

■仙台塩釜港周辺には有人離島及び半島があり、令和６年能登半島地震を踏まえ、

離島・半島地域の海上支援拠点としての役割を担うため、地元自治体や漁港管理

者等と連携して取り組みを推進します。 

【全国初】国との支援協定
（石巻市）
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 ③首都圏など東北圏域を超えた物流機能の広域支援体制の構築 

■東北圏域の広域港湾 BCPの取組を進めるうえで、首都直下地震や東海・東南海・

南海トラフ地震等の切迫性が指摘されているなか、隣接する首都圏、特に国際戦

略港湾である京浜港のバックアップ機能が一定程度果たせるよう、国の検討状況

も確認しながら広域代替輸送の実現に向けて、ハード・ソフト両面から検討を進

めます。 

国の検討状況も確認しながら広域代替輸送の実現を目指す 

• 代替輸送貨物の円
滑な受け入れ

• 被災港湾の需給
ギャップの解消

東北圏の既存の枠組み
（東北広域港湾BCP）

         における事業継続計画検
討委員会資料（国交省）を基に作成

15,455
TEU/日

東京湾閉塞時に
想定されるコンテ
ナシフト量

国においてもBCPの議論が加速



42 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ④将来の気候変動を見据えたふ頭のリスク評価と官民連携体制の構築（協働防護） 

・今後、仙台塩釜港における将来外力や想定されるリスク評価を検討 
•検討結果を踏まえ、必要に応じて気候変動への適応に向けた取組を推進 

■東日本大震災後に津波・高潮対策の防潮堤等の整備が行われましたが、気候変動

による海面上昇や波浪増大が見込まれることから、将来外力や想定されるリスク

評価を検討し、必要に応じて、気候変動への適応に向けた官民連携による協働防

護の取組を推進します。 

出典：国土交通省資料をもとに一部加工して使用

港湾における被害の増大イメージ

気候変動による外力の変化
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「仙台塩釜港港湾脱炭素化推進計画」に基づき、港湾及び臨海部産業における温室効果ガスの

排出削減の取組を推進し、地域の脱炭素化をけん引するカーボンニュートラルポートの形成を図

ります。企業の燃料転換や省エネルギー化、港湾施設の脱炭素化、次世代エネルギーの導入環境

の整備などを進め、持続可能で競争力の高い港湾の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ①港湾エリアで活動する多様な主体が連携した脱炭素化の取組推進 

■「仙台塩釜港港湾脱炭素化推進計画」を踏まえ、臨海部産業および港湾活動にお

ける温室効果ガス排出削減の取組を推進します。荷役機械の電化・省エネ化や停

泊船舶への陸上電源供給など港湾ターミナルにおける取組に加え、港湾立地企業

の産業活動における燃料転換や省エネ化といった取組と連携しながら、港湾全体

の脱炭素化を推進します。 

戦略３（環境戦略） 

  自然環境と共生し、脱炭素社会の実現をけん引するカーボンニュートラルポートを形成 

主要施策 1 

◆計画に基づく温室効果ガス削減の取組例 

【港湾立地企業等の取組例】 【港湾ターミナルの取組例】 

◆脱炭素化に貢献する事業例 
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■カーボンニュートラルポートの取組を国内外に発信し、仙台塩釜港の競争力強化に

資するため、高砂コンテナターミナルにおける CNP認証の取得を推進します。国際

的な脱炭素物流ネットワークとの連携を視野に、環境配慮型港湾としての競争力向

上を図ります。 

 ②日本の競争力強化に資する国内認証の取得 

＜主な取組＞ 
 ・インバータ制御ガントリークレーンの導入 
 ・ターミナル照明の LED 化 
 ・ストラドルキャリアのハイブリッド化 

・高砂コンテナターミナルにおけるCNP認証の取得 

▼国際競争力強化への貢献 
（グリーン海 回廊※） 

▲認証ロゴマーク 
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 ③水素・アンモニア等の次世代エネルギーの需要・供給を見据えた環境整備 

▲水素受入拠点のイメージ 

■将来的な水素・アンモニア等の次世代エネルギーの需要拡大を見据え、受入・

供給拠点の形成に向けた環境整備を推進します。水素キャリア運搬船の受入れ

に対応した荷役機械やパイプライン等の整備の可能性や、危険物取扱いに伴う

周辺利用への影響にも配慮しながら、企業動向を踏まえた対応を図ります。 

仙台塩釜港における企業動向を注視しながら対応していく 

※港湾における水素・アンモニアの受入環境整備

に係るガイドライン（中間とりまとめ）より

（一部加工） 

大型船に対応した機能が必要

水素キャリア 搬船（イメージ）

液化水素船 アンモニア船

           

           

岸壁・     

工場等

工場等

海外からの
液化水素輸入

内航船での出荷

貯蔵   

    
出荷設備

（    での出荷）

（        
での出荷）

地上配管

気化器
埋設配管

受渡
設備

液化   
  設備

港湾物流施設等

発電所等
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港湾の整備や利用に当たり、自然環境や生態系への影響に配慮し、地域の貴重な自然や景観と

調和した港湾づくりを推進します。あわせて、港湾整備における海域環境への影響に配慮し、自

然環境と共生した港湾の開発・利用を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ①自然環境や生態系へ配慮し、景観と調和した水辺空間を形成 

■港区ごとの特性を踏まえ、自然環境や生態系に配慮した水辺空間の形成を推進し

ます。そのほか、港湾全体での適切な緑地機能の確保や、松島港区及び塩釜港区

では特別名勝「松島」の景観と調和した港湾整備を推進します。 

自然環境の保全と共生に向けた取組の推進 主要施策 2 

◆環境や景観に配慮した水辺空間の整備 

▼親水護岸等の整備 

専門家の意見なども踏まえながら適切なマッチングを図る 

▼景観に配慮した施設 

◆適切な緑地機能の確保 

▼緩衝機能としての緑地整備 ▼港湾全体で一定の緑地機能を確保 

全体で５％以上の緑地機能を確保 

◆特別名勝の独自景観の保全 

蒲生干潟

自然環境

港湾利用

※蒲生干潟自然再生
協議会での議論も踏
まえながら対応

向洋緩衝緑地（仙台港区）

コンテナ
ターミナル
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■自然環境との共生を図るため、港湾整備等において海域環境へ配慮するとともに、港

湾整備や利用に伴う環境負荷の低減を推進します。あわせて、船舶の沖待ちや交通渋

滞等の低減などにより CO₂排出量の削減を図り、環境に配慮した港湾の形成を目指し

ます。 

 
②自然環境との適切な共生に向けた環境負荷の低い港湾開発・利用の推進 

◆港湾整備等における海域環境への配慮 

▼港湾影響の適切な評価と対応 ▼適切な施工時期 

◆環境共生型の港湾整備 

▼浚渫土の有効活用 

◆港湾利用の脱炭素化・効率化等による環境全体への負荷低減 

▼CNP 形成推進（再掲） ▼沖待ち、交通渋滞の解消 ▼資源循環の取組 

浚渫の実施
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戦略４（観光・交流戦略） 

   地域の賑わいを創出する東北の広域観光ゲートウェイを形成 

 ①需要増大が見込まれる ・小型クルーズ船への対応力の強化 

▲機能強化の考え方 

主要施策 1 

■宮城・東北の良さを満喫してもらうため、港湾エリアや観光地の飲食・物販施

設の収容能力や２次交通の確保、オーバーツーリズム対策などを勘案し、大型

クルーズ船だけでなく、中型・小型のクルーズ船の積極的な誘致に取り組みま

す。クルーズ船受入れに際しては、訪問予定の背後圏観光地との位置関係、航

路水深や岸壁延長など港湾スペック、貨物船との利用調整や受入上限等を考慮

し、各港区の連携・補完体制を構築して受け入れを行うよう取り組みます。 

仙台塩釜港が、国内外のクルーズ船や旅客船など宮城県のゲートウェイとしての役割を果

たすため、各港区の港湾施設条件やフェリー・旅客船の就航状況、陸上公共交通機関とのア

クセス性等を踏まえ、各港区が連携・補完することで宮城・東北の広域観光ゲートウェイの

形成を目指します。 

小型・ 型級をターゲットに塩釜港区の受け入れ促進 

塩釜港区
物流機能強化とあ
わせてクルーズ船
受入機能を強化

観光・交流
機能を強化

既存の受入機能

緑地機能を生かした
受入エリアの検討

石巻港区
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■宮城県内の観光拠点である日本三景「松島」に位置する松島港区は、航路水深

の関係で小型クルーズ船であっても入港できないことから、他港区にクルーズ船

が入港した際に日本三景「松島」に誘客する２次交通について、観光バスやタク

シーなどの陸上交通のみならず、風光明媚な多島海の魅力ある快適な海上ルート

の利用促進を図ります。 

快適・魅力ある海上ルートの選択肢を増やし利用促進 

 
② 港地から日本三景「松島」への海上ルートの活用促進 
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 ③クルーズ船 港地から周辺地域間、広域圏への円滑な二次交通の連携・確保を推進 

■クルーズ船寄港地からの２次交通機関の確保が課題であり、観光バスやタクシ

ーなど既存の交通機関に加え、レンタサイクルやスローモビリティなど新たな

交通手段を含め、寄港地周辺の観光スポットや最寄り駅など近距離圏内の周遊

性を高める取り組みなど、多様な方がアクセスしやすい二次交通体系の構築に

ついて官民連携して取り組みます。また、周辺市町や県内外の広域エリアの観

光には、公共交通機関を最大限利用するため MaaSなど ICTの利活用で多様な

選択肢を増やし周遊意欲向上に努めます。さらに、訪日外国人が ICT機器を使

いやすいよう寄港地における Wi-Fiアクセスポイントの充実や公共交通機関に

おける多言語表記・ピクトグラム活用を推進します。 

 港地から周辺地域の観光スポットや最 り駅など、 
比較的近距離の周遊性の高い移動手段を充実化 

▼寄港地から広域への移動連携のイメージ 

▼移動手段の例（従来＋将来） 
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地域の賑わい拠点となるウォーターフロントの形成と 

魅力ある観光目的地づくりの推進 

主要施策 2 

 

 

 

 

 

 

 

 ①みなとオアシスの活性化と港湾エリアの観光・交流拠点機能の強化 

■地域住民の交流や来訪者による観光の振興など、みなとを核とした住民参加に

よるみなとまちづくりや地域振興の取り組みが継続的に行われるみなとオアシ

スが各港区で展開されるよう取り組みます。また、各港区内で拠点施設と周辺

施設を結ぶ回遊ルートに加え、港区間を結ぶ海上・陸上の回遊ルート設定に取

り組みます。 

港湾エリアのなかで、旅客船発着所やシンボル緑地、水辺にアクセスできる海浜など地域の

賑わい拠点となるウォーターフロントの形成に計画的に取り組み、地域住民や来訪者が交流で

きる魅力ある観光目的地づくりに取り組みます。 

港奥部の一体的な利用空間を形成し、拠点機能を強化 

・港湾空間と商業空間の連携構築 

・港湾空間への人流の誘導策（魅力的なコンテンツ） 
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②各港区や地域の特性を生かした魅力ある観光資源の創出と活用の推進 

■港湾エリアは、旅客船やクルーズ船の寄港地としてのゲートウェイ機能だけで

なく、独自の景観や貴重な生態系、歴史・文化施設や魅力的な食文化、震災伝

承施設など、既存資源と新たな資源の活用・連携により観光目的地としての様々

な観光ニーズに応えることを目指します。 

 

仙台港区

塩釜港区

松 港区

旧北上川

定川

鳴瀬川

高城川

砂押川

七北田川

御船入堀

北上運河

東名運河

新 堀

貞
山
運
河

石巻港区

鹽竈神社

多賀城南門

瑞巌寺五大堂

野蒜築港跡

馬の背

石巻かわまちづくり

各地域の食や自然
と一緒に楽しむ

•港の歴史と 河群のストーリーツーリズム
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 ③観光客のみならず、地域住民や港湾労働者にも親しまれる快適な港湾空間の整備 

■観光客だけでなく、地域住民や港湾労働者の日常使いも意識し、利用者の多様性

や様々な利用形態に配慮した緑地機能の確保を目指します。また、規模が大きく

ポテンシャルのある緑地については、民間事業者などさまざまな主体と連携し

た賑わいづくりを推進します。 

▲環境整備の対応イメージ 

日常使いを意識した環境整備、地域景観と連携した賑わい拠点形成の推進 

◆様々な利用形態を踏まえた緑地機能の確保 

◆利用者の快適性の確保事例 

（出典：国土交通省） 

観光案内や防災情報

デジタルサイネージ屋根付き浮桟橋日除け施設（休憩所）

猛暑対策として

対応例具体例用途

休憩所、 ンチ、
芝生広場

読書、休憩、散歩憩いの場

広場や交流施設
地場産品販売会、常設
マーケット、マルシェ

交流

桟橋、親水施設
船の見学、
自然観察や体験

教育・体験

遊歩道、親水施設、
健康遊具

ウォーキング、親水レク
リエーション

健康・ 動

展望施設、集客施設、
催事施設

景観、カフェ、祭り、花火、
コンサート

観光・賑わい

多
言
語
に
も
対
応
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地域の実情を踏まえた適切なマリンレジャーの推進 主要施策 ３ 

 

 

 

 

 

 

 ①放置艇ゼロに向けた安全なマリーナ等の係留場所の確保を推進 

仙台湾域の中でも松島湾は静穏な海域で自然環境や景観に恵まれ、マリンレジャーをはじ

め様々な海域利用が行われており、これらマリンレジャーが持続可能となるよう、地域の実

情を踏まえ、他の海域利用と調和した取組を推進します。 

■収容能力を確保し、港湾法に基づく「放置等禁止区域」設定により、宮城県内で

は放置艇が着実に減少しており、プレジャーボートの安全で快適な利用のため、

収容能力不足の地域にあっては小型船だまり計画を見直し、気象海象情報や航

行規制やルール情報のほかイベント情報などのサービス提供する公共マリーナ

や民間マリーナとの連携による受け皿確保に取り組みます。 

・公共マリーナと民間マリーナの連携による受け皿の確保 
・小型船だまり施設の利用状況を踏まえた見直し 
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 ②自然環境や景観と調和した海洋性レクリエーションの促進 

■仙台湾域では、それぞれの地域・海域において、四季折々、伝統的なものから新

しい海洋レジャー、さらには環境教育の場として利用がなされており、これら海

洋性レクリエーションが持続的に行われるよう、自然環境への負荷が少なく景観

にも調和した取り組みを促進します。地域住民は勿論のこと、他地域からの来訪

者を含め、機材のレンタルやスクール運営などを行う民間事業者や、海域環境の

保全や環境教育を行う特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）等と連携して、海洋性

レクリエーションの振興を促進します。 

地域・民間と連携したレクリエーション内容の充実化 
（自然環境を活かした体験型レクリエーション、景観と調和したウォーター 
フロント利用、環境負荷の小さいマリンレジャー、港湾施設の有効活用） 

出典：七ヶ浜町HP

ヨット SUP

出典：松島観光協会HP

海水浴(例：菖蒲田浜)

出典：七ヶ浜町HP

釣り

出典：ひがしまつしまじかんHP

シーカヤック 海洋教育プログラム

出典：国土交通省
中国地方整備局HP



56 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③地域住民や他の港湾利用にも配慮した適切なマリンレジャー環境の構築 

■港湾機能を強化することにより入港船舶や荷役・運搬車両が増加するため、適

切な土地利用区分により生活環境や観光との摩擦が生じないように取り組みま

す。一方、既成市街地と異なる港湾空間特性を活かして、港湾活動が少ない休日

など時間や場所を限定して、非日常空間でのスポーツやレクリエーションイベ

ントなどの利活用を促進します。また、松島湾内では、ジェットスキー(パーソ

ナルウォータークラフト)利用者に対し、他の水域利用者から航行安全に対する

懸念の声があることから、他地域での取り組みを参考に海域利用のルール化・

見える化等を促進します。 

・あらゆる利用者が理解できるルールの見える化（ クトグラムの活用等） 
・行政区域（港湾、漁港など）にとらわれないマリンレジャー環境の構築 

マリンレジャー実施エリアの掲示 

※AI による画像生成 

 クトグラム 
（マリンレジャーエリア） 

 クトグラム 
（立入禁止エリア） 

※AI による画像生成 ※AI による画像生成 
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４．仙台塩釜港の長期的な空間利用方針 

 

４．１ 長期空間利用の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゾーニングの基本的な分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■港湾空間利用方針（ゾーニング）とは 

限られた港湾空間を計画的・効率的に利用するため、港のエリアを用途や機能

（ゾーン）ごとに区分するもの。 

■仙台塩釜港のゾーニングの基本方針■ 

〇 仙台塩釜港に対する多くの要請を「総合港湾」として一元的に受け止め、全体

的に空間利用の効率化を図る。 

〇 具体の機能配置においては、現有機能を十分考慮するほか、「総合港湾」にお

ける連携・補完の考え方に基づき、既存ストックを最大限に活用するとともに、

新たに必要となる空間利用（開発）を展開する。 

〇 なお、新たな空間利用においては、長期的な需要見通しを踏まえ、適切に配置

するとともに、周辺環境への配慮、自然環境との調和に留意する。 

利用の内容凡例分類

物流ターミナルとして利用するふ 用地、倉庫用地等物流関連ゾーン

観光やイ ントなど、港湾を通じた国内外の様々な交流活動を推
進するエリアや施設用地

交流拠点ゾーン

港湾に関連した生産・加工工場等の敷地、そのための専用ふ 生産ゾーン

石油、ガス等危険物を取り扱う用地、そのための係留施設等エネルギー関連ゾーン

海洋性レクリエーションのための海浜やマリーナ、港湾関係者や地
域住民が利用する緑地等

緑地レクリエーションゾーン

自然環境や景観の保全・再生を図る空間環境保全ゾーン

作業船、ポートサービス船、観光船、漁船等を係留する空間船だまり関連ゾーン

将来の港湾需要に応じて、開発・利用を図る空間将来構想
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４．２ 長期空間利用計画 

■仙台港区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台港北IC

エネルギー
関連ゾーン

環境保全ゾーン

物流関連
ゾーン 物流関連

ゾーン

生産ゾーン
交流拠点ゾーン

緑地レクリエーションゾーン

環境保全ゾーン

将来構想

緑地レクリエーションゾーン

中野地区

中野 地区

栄地区

湊浜地区

向洋地区

船だまり関連ゾーン
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機能区分 機能配置（空間利用）の考え方 

物流関連ゾーン 

【中野地区（雷神埠 ～高松埠 の公共埠 とその背後）】 

・現有機能である物流関連ゾーンに位置づける 

・ユニットロード・バルク貨物の混在解消に向け、施設の再配置を図る 

【向洋地区】 

・現有機能である物流関連ゾーンに位置づける 

・更なる貨物増加に対応するため、 防 堤沿いの沖合に展開を図る 

生産ゾーン 
【中野 地区】 

・今後とも生産ゾーンとして機能を維持する 

エネルギー関連 

ゾーン 

【栄地区】 

・宮城・東北の生産活動や市民生活を支えるエネルギー関連ゾーンとして

機能を維持する 

交流拠点ゾーン 
【中野地区（西エリア）】 

・今後とも交流拠点ゾーンとして機能を維持する 

緑地レクリエー

ションゾーン 

【向洋地区】 

・海洋性レクリエーションなど、人々が憩い休息できる場として、海浜の

維持及び利 性の向上を図る 

環境保全ゾーン 

【蒲生干潟】【湊浜地区】 

・蒲生干潟及び周辺地区は、自然環境保全ゾーンに位置づけ、その環境

保全に努めていく 
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■塩釜港区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本塩釜駅

生産ゾーン

生産ゾーン

船だまり関連ゾーン

船だまり関連ゾーン

物流関連
ゾーン

交流拠点ゾーン

緑地レクリエーションゾーン

エネルギー
関連ゾーン

エネルギー
関連ゾーン

東宮地区

代ケ崎地区

港地区

一本松地区

中の 地区

船だまり
関連ゾーン

緑地レクリエー
ションゾーン

環境保全ゾーン
（特別名勝松 ）

貞 地区
港貞 地区
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機能区分 機能配置（空間利用）の考え方 

物流関連ゾーン 

【貞 地区・港貞 地区】 

・現有機能である物流関連ゾーンに位置づける 

・物流ニーズを踏まえ、適正なバース規模を確保する 

【東宮地区】 

・現有機能である物流関連ゾーンに位置づける 

生産ゾーン 
【港地区・東宮地区】 

・今後とも生産ゾーンとして機能を維持する 

エネルギー関連 

ゾーン 

【一本松地区・代ケ崎地区】 

・一本松地区の危険物取扱用地、代ケ崎地区の工業用地は、仙台都市圏

の生産活動や市民生活を支えるエネルギー関連ゾーンとして機能を維持

する 

交流拠点ゾーン 

【港地区】 

・港奥部の観光桟橋周辺の空間は観光客のみならず、地域住民にも親し

まれる快適な港湾空間を形成し、みなとまち塩釜の活性化に貢献する交

流拠点ゾーンに位置づける 

緑地レクリエー

ションゾーン 

【港地区】 

・環境と景観に配慮した水辺空間の整備を促進する緑地レクリエーション

ゾーンに位置づける 

【中の 地区】 

・歴史遺産の貞  河を活かしたプレジャーボート収容機能を維持する 

船だまり関連 

ゾーン 

【港貞 地区】 

・海上保安基地として巡視船・巡視艇及びポートサービス船等の集約を図

る船だまり関連ゾーンに位置づける 

【東宮地区・代ケ崎地区】 

・現有機能どおり漁船等を中心とした船だまり関連ゾーンに位置付ける 

環境保全ゾーン 
・特別名勝松 保護区を自然環境保全ゾーンに位置づけ、みなとまち塩

釜の活性化に貢献する場として、その利用を促進していく 
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■石巻港区 
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機能区分 機能配置（空間利用）の考え方 

物流関連ゾーン 

【雲雀野地区】 

大型バルク船に対応した物流関連ゾーンに位置づける 

【釜地区】 

現有機能を維持する物流関連ゾーンに位置づける 

生産ゾーン 

【釜地区（東エリア）】 

木材関連・飼料関連等の企業が立地しており、地域の生産拠点とし

て、今後も生産ゾーンに位置づける 

【釜地区（西エリア）】 

木材・木製品関連や鉄鋼・金属製品関連企業が立地しており、地域の

生産拠点として、今後も生産ゾーンに位置づける 

【雲雀野地区】 

既存企業の生産活動の拡大、新規企業誘致に対応する生産ゾーンに

位置づける 

緑地レクリエーション 

ゾーン 

【雲雀野（東エリア）】 

水際線の開放による親水空間として利用する緑地レクリエーション

ゾーンに位置づける 

【雲雀野（西エリア）】 

耐震強化岸壁と連携して広域防災拠点を形成する緑地レクリエーシ

ョンゾーンに位置づける 

交流拠点ゾーン 
【内港地区】 

既存機能と連携した交流拠点ゾーンに位置づける 

船だまり関連 

ゾーン 

【釜地区】 

水面貯木場を転用し、作業船等を収容する船だまり関連ゾーンに位

置づける 

【大曲地区】 

既存の漁船施設を維持するとともに、新たにプレジャーボート等の

収容を図る船だまりゾーンに位置づける 

 

 



64 
 

 

■松島港区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道45号

松 駅

松 海岸駅

船だまり関連ゾーン交流拠点ゾーン

緑地レクリエーションゾーン

東浜地区

海岸前地区

浪打浜地区
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機能区分 機能配置（空間利用）の考え方 

交流拠点ゾーン 
海岸前地区は、松 観光クルーズの基地として、機能強化を図る交

流拠点ゾーンに位置づける 

船だまり関連 

ゾーン 

東浜地区は、漁船等を中心とした既存の船だまりを維持する船だま

りゾーンに位置づける 

緑地レクリエーション 

ゾーン 

浪打浜地区は、既存緑地を維持する緑地レクリエーションゾーンに位

置づける 

 


